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In this study；the relation between the cognltlVe need fbr closureand quantity ofinfbrmation  

processingisinvestigated．Need for cognition（Cacioppo ＆ Petty；1982）and functional and  

dysfunctionalimpulsivity（Dickman，1991）were adopted asindices forthe quantity ofinformation  

processlng．Correlation analysis showed that cognitive need for closureand need fbr cognition are  

positively related．Howevel；While functionalimpulsivitylS pOSitively associated with decisiveness，  

dysfunctionalimpulsivltyis negatively associated with a preference for structure and closed  

mindedness toward unpredictabilityこ Further analysIS reVealed thatthe relation between cognitive  

need for closure and needfor cognitionis moderated by collectivism and byindependent－dependent  

Selトconstrual．Conceptualissues relating to the cognitive need for closure are discussed．  
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近年の社会的認知研究においては，人を動機づけ  

られた策略家（motivated tactician；Fiske＆Thylor，  

1991）として捉えた研究が盛んである．例えば，他  

者についての印象を形成しようとする場合，その人  

のできるだけ正確な印象を形成しようとするとき  

は，様々な情報を精緻に検討するように動機づけら  

れるが，その人がだいたいどのような人かというこ  

とをすぐに第3者に伝えなければならないようなと  

きには，あまり詳細な情報処理は行わず大まかな情  

報から素早く印象を形成するように動機づけられ  

る（Brewer，1988）．これらは“情報処理動機”と呼  

ばれ，それが情報処理の仕方ばかりでなく，判断  

の内容やそれに対する自信，さらには態度変容に  

まで影響を与えることが明らかになっている（例え  

ば，Cacioppo＆Petty，1981；Sorrentino，Holmes，  

Hanna＆Sharp，1995）．そのようなことからも社  

会的情報処理動機に大きな注目が向けられるように  

なってきている．当初は，状況的要因によって特定  

の情報処理動機が引き起こされるという考えに基づ  

いた研究が多かったものの，その後，情報処理動機  

には安定した個人差が存在するという考えが多く出  

されるようになり，それらを測定する様々な尺度が  

開発されている（Fletcher，Danilovics，Fernandez，  

Peterson＆Reeder，1986；Jarvis＆Petty，1996；  

Neuberg＆Newsom，1993など）．本研究ではこれ  

らの社会的情報処理動機の中からKruglanski（1990；  

Kruglanski＆Webster，1996）によって提唱された  

“認知的完結欲求（cognitiveneedforclosure）”をと  

りあげる．   

認知的完結欲求は“問題に対して確固たる答えを  

求め，曖昧さを嫌う欲求”（Kruglanski＆Webster，  

1996）と定義される．認知的完結欲求は認知プロセ  
スをより広範に捉えている点に特徴がある．すなわ  

ち，情報処理の過程を知識形成前の段階と知識形成  

彼の段階に区別しており，認知的完結欲求はその両  

方の過程に影響するとしているのである．このよう   
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明らかにすることを大きな目的としている．従来の  

認知的完結欲求の理論では，認知的完結欲求の高い  

人の情報処理量は認知的完結欲求の低い人に比べて  

少ないということが想定されている（Kruglanski＆  

Wtbster，1996）．すなわち，認知的完結欲求の高い  

人は判断に至るまでに様々な情報を丹念に調べるよ  

うなことはなく，むしろ数少ない情報から最終的  

な判断をくだすということである・しかしながら，  

先行研究の結果はこれと必ずしも一致していない．  

Webster＆Kruglanski（1994）は情報処理量のひとつ  

の指標である認知欲求と認知的完結欲求との関連に  

ついて検討し，両者の間には中程度の負の相関があ  

ることを見出している・しかし，彼のJarvis＆Petty  

（1996）の研究においては両者の間にはほとんど相関  

がないことが報告されている．   

また，判断に至るまでの情報処理量について衝動  

性の観点から考えてみると，認知的完結欲求の高い  

人は衝動性が高くなると予測することができる．こ  

の点について，Webster＆KruglanSki（1994）は認知  

的完結欲求尺度と衝動性との関連について検討し，  

両者の間に弱い正の相関があることを明らかにして  

いる．しかしながら，これらの関係は統計的有意ま  

でには至っていなく，あくまでも暫定的なものとし  

て捉えておく方がよいと思われる．以上のことか  

ら，認知的完結欲求が高いと情報処理量が低まると  

いう単純な直線的関係が存在するとは言い切れない  

と言えるだろう．   

これらの情報処理量の指標となる概念と認知的完  

結欲求との聞に明確な関連を見出すことができない  

理由としては次の2つが考えられる．第1に，認知  

的完結欲求およびその下位因子が情報処理のどのよ  

うな側面を重視しているのかということについて整  

理されていないということがあげられる．すなわち，  

判断を必要とされる場面での情報処理なのか，それ  

とも判断を必要としない日常場面での一般的思考活  

動であるのかということである．このような観点か  

ら見ると認知欲求で取り上げているのは，日頃どの  

程度考える活動に従事しているかということや考え  

ることが好きかということであり，それは明確な判  

断を必要としない日常的な生活場面における情報処  

理活動を想定していると言える．一方，認知的完結  

欲求においては日常場面における情報処理活動と判  

断場面における情報処理活動の両方を取り上げてい  

ると考えられる．例えば，認知的完結欲求尺度の決  

断性下位尺度は，素早く自信を持って決断すること  
ができるかということを測定しており，これは判断  

場面における情報処理活動に対応してVlると考えら  

れる．また，構造に対する選好（Webster＆Kmglan－   

な考えは以前には見られなかったものである．知  

識形成前の段階（探索段階；seizingphase）では，認  

知的完結欲求の高い人は情報を素早く処理し，で  

きるだけ早い時期に答えに到達するように動機づ  

けられるが，知識形成後の段階（凝結段階；freezing  

phase）においては，すでに獲得されている答えを推  

持■持続しようと動機づけられ，さらなる情報処理  

活動はなされなくなると考えられている．このよう  

な，確固たる答えを素早く獲得しようとする欲求  

（緊急性傾向 urgenttendency）と，一度確固たる  

答えが獲得されるとそれを維持・持続しようとする  

欲求（持続性傾向 permanenCe tendency）の両方を  

包括した概念が認知的完結欲求と言うことができる．   

この認知的完結欲求の個人差を測定する尺度と  

してはWebster＆Kruglanski（1994）が42項目からな  

る認知的完結欲求尺度（cognitive need for closure  

scale）を開発している．そこでは認知的完結欲求を構  

成する下位国子として“秩序に対する選好（preference  

for order）”，“予測可能性に対する選好（preference  

forpredictability）”，“決断性（decisiveness）”，“唆味  

さに対する不快（discomfortwithambiguity）”，“閉  

鎖的心性（closed－mindedness）”が想定され，それが  

国子分析によって確認されている．さらに，尺度に  

は信頼性と構成概念妥当性ならびに予測妥当性のあ  

ることも確認されている．   

我が国においては鈴木・桜井（1999）がこの認知  

的完結欲求尺度の日本語版を作成している．鈴木・  

桜井（1999）はW占bster＆Kruglanski（1994）の尺度に  

冗長性や因子構造の問題があるとの批判（Neuberg，  

Judice ＆ West，1997；Neuberg，West，Judice ＆  

Thompson，1997）を考慮し，3因子20項目からなる  

尺度を構成した．そこで見られた因子は決断性，  

構造に対する選好（preference for structure），予測  

不可能性への閉鎖的心性（closed－mindedness toward  

unpredictability）であり，少なくとも我が国にける  

認知的完結欲求は上記の3因子に収束可能であるこ  

とが明らかにされた．さらに，因子構造について検  

討するために確認的因子分析を行ったところ，それ  

らの3国子は比較的独立しているものの，互いに関  

連しあっていることが検証され，認知的完結欲求尺  

度を便桐する際には，従来Kruglanskiらが行ってい  

たように尺度全体の得点のみを用いるのではなく，  

それぞれの下位尺度の得点も併せて検討する必要が  

あることが示唆された．また，この日本譜版の認知  

的完結欲求尺度についても，その信頼性および構成  

概念妥当性が確認されている．   

本研究では認知的完結欲求についてさらなる概念  

の整理を行うために，情報処理量との関連について  
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認知欲求との関連 認知欲求は，人が努力を要す  

る認知的活動に従事しそれを楽しむ程度についての  

安定した個人差である（Cacioppo＆Petty，1982；  

Cacioppo，Petty，Kao＆Rodriguez，1986）．認知的  

完結欲求の高い人は多くの情報処理活動を望まない  

と考えられるため，全体的には認知欲求と負の関連  

があると予想される．しかし構造に対する選好につ  

いてみると，それが高い人の場合，きちんと構造化  

された知識や環境を構成しようと動機づけられてい  

ると考えられる．このようなことから，構造に対す  

る選好と認知欲求との間には弱い正の関連があると  

予想される．   

機能的一非機能的衝動性尺度との関連 非機能的  

衝動性は，速く反応することが不適切な結果をもた  

らすような状況においても，熟慮せず速く反応する  

傾向であり，従来の不適応的な衝動性を表してい  

る．機能的衝動性は，速く反応しても適切な結果が  

得られそうな状況において速く反応する傾向である  

（Dickman，1990）．認知的完結欲求の中の決断性が  

高い人は，素早く自信を持った決断をすると想定し  

ている．言い換えれば，素早く反応しても適切な結  

果が得られると感じられたときに判断をすると考え  

ることができる．従って，認知的完結欲求と機能的  

衝動性の間には正の関連があると予想される．ま  

た，構造に村する選好や予測不可能性に対する閉鎖  

的心性が高い人は，リスクの高いことを避けようと  

していると考えられる．すなわち，不適切な反応を  

減らす方向に動機づけられていると言うことができ  

る．したがって，これらの下位尺度は非機能的衝動  

性と負の関連が見られると予測される．   

個人主義一集団主義との関連 個人主義的傾向の  

高い人は，自分で物事を判断し実行することに価  

値をおいていると言われている（Davidson，Jaccard，  

取iandis，Morales＆Diaz－Guerrero，1976）．認知的  

完結欲求の観点からみるとそのような人は，素早く  

自信を持って判断することやそのために身の回りを  

適切に構造化しようとする動樺づけが高いと考える  

ことができる．したがって，個人主義と決断性およ  

び構造に対する選好とは正の関連があると予測され  

る．一方，集団主義の高い人は他者との関係性や集  

団内の規範等について十分理解しておく必要がある  

（Kashima，Siegel，恥Ilaka＆Kashima，1992）．ま  

た，外集団に対する寛容度も低くなると考えられ  

る．これらは認知的完結欲求の構造に村する選好お  

よび予測不可能性への閉鎖的心性と関連していると  

思われる．したがって，両者と集団主義の間には正  

の関連があると予測される．   

独立一相互依存的自己理解との関連 独立的自己   

ski（1994）の秩序に村する選好と対応する）下位尺度  

では生活において環境をどの程度構造化しているか  

ということを測定しており，これは日常場面の情報  

処理活動に対応していると考えることができる．   

第2には，認知的完結欲求では情報処理量の少な  

さを不適切な衝動性として強調していたことがあげ  

られる．言い換えれば，少ない情報処理で即断的な  

判断をする場合でもそれが適切に機能する場合に  

ついては考慮されてこなかったのである．Dickman  

（1990）は衝動性を機能的衝動性（functionalimpulsiv－  

ity）と非機能的衝動性（dysfunctionalimpulsivity）の  

2つに区別しており，衝動性には不適応的な側面ば  

かりでなく適応的な側面もあることを示している．  

したがって，衝動性という観点から認知的完結欲求  

と情報処理との関連について考えた場合，非機能的  

な（不適切な）衝動性と機能的な（適切な）衝動性の両  

方の側面から検討していく必要があるだろう．   

これらのことから本研究の第1の目的として，認  

知的完結欲求と情報処理量の指標となる概念との関  

連を検討する．具体的には，認知欲求が示すものを  

日常場面における情報処理量と捉え，それぞれの下  

位尺度とどのような関連があるのかについて検討す  

る．衝動性に関しては機能的衝動性に関連する下位  

尺度と非機能的衝動性に関連する下位尺度を明らか  

にする．   

認知的完結欲求と情報処理量との関係を見ていく  

上で，さらに考慮しなければならない第3の変数の  

存在がある．それは認知的完結欲求に間接的に影響  

する要因といってもよい．例えば，その人の社会的  

な目標であったり文化的な規範などが考えられるだ  

ろう．そもそも認知的完結欲求の高い人はできるだ  

け情報処理活動を少なくしようとすると考えられる  

ため，獲得される答えには十分な安当性が備わって  

いなければならない．仮に，妥当性の低い答えを獲  

得した場合，周囲からの批判を受けるなどして，獲  

得された答えを維持することが困難になる．結局は  

さらに情報処理活動をし，改めて新しい答えを獲得  

することが必要となる．したがって認知的完結欲求  

の高い人は文化的価値観や社会的目標などと一致す  

るやり方で認知的完結を達成しなければならないだ  

ろう．このような観点を考慮して，本研究では個人  

主義一集団主義，ならびに独立一相互依存的自己理  

解の2つの村人関係性についての変数を取り上げ，  

それらと認知的完結欲求がどのように関連してお  

り，さらにそれらが認知的完結欲求と情報処理量と  

の関連にどのような影響を与えているかについて明  

らかにすることを第2の目的とする．   

具体的には，以下のような予測をたてた．  
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り，得点が高いほど認知欲求が高いことを示す．   

機能的一非横能的衝動性尺度：Dickman（1990）を  

もとに桜井（1992）によって作成された尺度を使用し  

た．この尺度は“非機能的衝動性”12項目および  

“機能的衝動性”11項目の合計23項目からなる．回  

答方法はl‘全くあてはまらない”（1点）から“非常に  

あてはまる”（6点）までの6段階評定であり，得点  

が高いほど衝動性が高いことを示す．   

個人主義一条団主義尺度：はじめに，Singelis，  

廿iandis，Bhawuk ＆ Gelfand（1995）によって作成  

されたHorizontal and VbrticalIndividualism and  

Collectivism尺度32項目ををできるだけ原文に忠実  

に日本語に訳した．それを用いて予備調査を行った  

ところ（乃＝209），7項目が個人主義に，8項目が集  

団主義に該当するものと判断された．本研究ではこ  

の合計15項目を使用した．回答形式は“全くあては  

まらない”（1点）から“非常にあてはまる”（6点）ま  

での6段階評定である．得点が高いほど個人主義な  

いし集団主義が高いことを示す．   

独立一相互依存的自己理解尺度：木内（1995）に  

よって作成された尺度を使用した．この尺度は，相  

互依存的自己理解（A）を表す記述と独立的自己理解  

（B）を表す記述の対からなっており，よりどちらに  

あてはまるのかを回答するものである．回答形式は  

“Aにぴったりと当てはまる”（4点）から“Bにぴっ  

たりと当てはまる”（1点）までの4件法である．得  

点が高いほど相対的に相互依存的自己理解が高いこ  

とを示す．   

手続き 上記の尺度が大学の授業時間の一一部を利  

用し，集団形式で実施された．  

結果と考察  

それぞれの尺度の平均値ならびに標準偏差を  

職blelに示す．また，認知的完結欲求尺度得点とそ  

れぞれの尺度得点との相関係数を′hble2に示す．  

認知的完結欲求と認知欲求との関連   

認知欲求尺度と認知的完結欲求尺度との間には，  

決断性（．182，♪＜．05）と構造に対する選好（．193，  

♪く01）下位尺度で有意な正の相関が見られた．す  

なわち，決断性が高い人ほど，また生活において環  

境を構造化しようとする人ほど，努力を要する認知  

活動に従事する傾向があることを示している．構造  

に対する選好については予測と一致する結果がみら  

れたものの，決断性については予測と反する結果で  

あった．この原因としては，先に述べたように認知  

的完結欲求と認知欲求とでは取り上げている情報処  

理活動の側面に違いがあることが考えられる．すな   

理解は，自己の中の誇るべき属性を見出し，表現し  

ていく主体と見ることを意味し，一方相互依存的自  

己理解は自己を他の人々と根本的に結びついている  

と理解することであり，かつ特定の他者との協調的  

で持ちつ持たれつの関係を維持し実現させていく主  

体と見ることを意味する（木内，1995）．前者は先の  

個人主義に，後者は集団主義に比較的近い概念と考  

えることができる．したがって，独立的自己理解の  

優勢な人は決断性が高くなり，相互依存的自己理解  

の優勢な人は構造に対する選好や予測不可能なもの  

への閉鎖的心性が高くなるものと予測される．   

個人主義一集団主義および独立一相互依存的自己  

理解が認知的完結欲求と認知欲求ならびに衝動性  

との関連に与える影響について 認知的完結欲求  

は信頼できる知識に対する強い願望（Kruglanski＆  

Webster，1996）と考えることができる．したがっ  

て，社会的に認められるやり方や自分が自信を持て  

るやり方で答えを獲得することが，認知的完結欲求  

の高い人には必要である．これを，対人関係性との  

関連で検討してみると，個人主義や独立的自己理解  

の高い人では，独自の視点から素早く判断すること  

に高い価値がおかれ，様々な情報を時間をかけて考  

慮することについては相対的にみて低い価値をおく  

だろう．一方，集団主義や相互依存的自己理解の高  

い人は，周囲の人との関係性や所属集団の規範を重  

視するため，それらを十分に考慮した上で最終的な  

答えまで達成することに価値をおくだろう（廿a丘mow  

＆Finlay，1996；Yhmaguchi，1994）．このようなこ  

とから，個人主義ないし独立的自己理解の高い人に  

おいては認知的完結欲求と認知欲求の間に負の関連  

があるが，集団主義ないし相互依存的自己理解の高  

い人においてはそれらの関係が逆転することが予測  

される．  

方  法  

調査対象 大学生196名（平均年齢19．9歳）．   

質問紙 認知的完結欲求尺度：鈴木・桜井（1999）  

による認知的完結欲求尺度を使用した．決断性（8項  

目），構造に対する選好（7項目），予測不可能性に対  

する嫌悪（5項削の合計20項目からなる尺度である．  

回答形式は“全くあてはまらない”（1点）から“非常  

にあてはまる’’（6点）までの6段階評定であり，得  

点が高いほど認知的完結欲求が高いことを示す．   

認知欲求尺度：Cacioppo＆Petty（1982）をもとに  

神山・藤原（1991）の作成した15項目の尺度を使用し  

た．回答形式は“全くあてはまらない”（1点）から  

“非常にあてはまる”（7点）までの7段階評定であ  
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わち，判断場面における情報処理と判断を要しない  

日常場面の情報処理という側面である．認知的完結  

欲求の高い人は判断場面においては素早く決断し，  

情報処理量は少ないと考えられるが，それ以外の日  

常場面ではむしろ多くのことをよく考えているとい  

うことである．また，決断性と構造に対する通好と  

の間に．290（ク＜．001）の相関があることを考慮する  
と，決断性の高い人は日常いろいろなことを考え，  

自分の知識や態度を明確に構造化しておくことに  

よって，判断が必要とされる場面では適切に素早く  
判断できるということが考えられる．このことか  

ら，認知的完結欲求の高い人の知識構造について明  

らかにしていく研究が今後必要である．  

認知的完結欲求と機能的一非横能的衝動性との関連   

機能的衝動性との間には決断性で有意な正の相関  

（．728，♪＜．001）が見られた．これは予測を支持す  
るものであり，決断性が高い人ほど，速く反応して  

も適切な結果が得られそうな場面では素速く反応す  

る傾向の高いことが明らかになった．非機能的衝動  

性との間には，構造に対する選好（－．425，♪＜．001）  

および予測不可能なものへの閉鎖的心性（－．537，  
♪＜．001）で有意な負の相関が見られた．これらの結  

果は予測を支持するものであり，生活を構造化しよ  

うとする傾向や，不確かなものを避ける傾向が高い  

人ほど，速く反応することが不適切な場面では熟慮  

せずに速く反応する傾向の低いことが明らかになっ  

た．これらの結果から，認知的完結欲求尺度の下位  

尺度で反応の素早さと関連するのは決断性のみであ  

ることが明らかになった．その他の下位尺度に関し  

ては非機能的衝動性と負の関連がみられたことから  

むしろ素早い反応を抑制していることがわかる．こ  

のことは，構造に対する選好および予測不可能性が  

高い人は，無駄に行動を起こして自身の認知的完結  

を崩壊させてしまうよりは，行動を起こさないこと  

によってすでに獲得されている認知的完結を維持し  

ようとする傾向があることを示唆するものである．  

これはKruglanski＆Wtbster（1996）が述べている認  

知的完結欲求の持続性傾向や自分の行動を正当化す  

るために特定の情報だけを探そうとする特殊認知的  

完結欲求（speciBccognitiveneedforclosure）の考え  

とも一致している．  

認知的完結欲求と個人主義一集団主義との関連   

個人主義とは決断性（．362，♪＜．001）と構造に対  

する選好（．160，♪＜．05）で有意な正の相関が見られ  

た．これは予測を支持するものであり，個人主義傾  

向が高い人ほど自信を持って決断をしたり，様々な  

ものを構造化しようとするようになることを示して  

いる．集団主義においては構造に対する選好（．261，  

♪＜．001）と予測不可能なものへの閉鎖的心性（．192，  

♪＜．01）との間に有意な正の相関が見られた．予測  

通り，集団主義の高い人ほど，生活を構造化した  

り，不確かなものを避けようとする傾向のあること  

が示された．このように個人主義傾向や集団主義傾  

向にしたがって，個人の情報処理に対する動機づけ  

が変化するというのは興味深い知見である．言い換  

えれば，村人関係性の遠いによって判断に至るまで  

の認知的方略が異なる可能性を示唆するものと考え  

ることができるだろう．  

認知的完結欲求と独立一相互依存的自己理解との関連   

独立一相互依存的自己理解尺度との相関係数は，  

決断性とは負の有意な相関（．422，♪＜．001）が，ま  

た予測不可能なものへの閉鎖的心性とは正の有意な  

職blel各尺度の平均（〟），標準偏差（以））と調査  

対象者数（乃）  

認知的完結欲求尺度（全体） 3．101   

決断性  2．946   

構造に対する選好  3．316   

予測不可能性への閉鎖的心性 3．034  

認知欲求  4．070  

個人主義  3．554  

集団主義  3．604  

相互依存的自己理解  2．629  

非機能的衝動性  3．311  

機能的衝動性  3．220  
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注）認知欲求（1、7点），相互依存的自己理解（1   

～4点）以外はレンジは1、6点である．  

√払ble 2 認知的完結欲求とそれぞれの尺度との相関係数  

認知欲求 儲崖勺 諾霊提 個人主義 集団主義 手篭勺  
認知的完結欲求尺度全体  ．179＊   －．414＊＊＊ ．353＊＊   ．328＊＊＊ ．247＊＊＊  －．114  

決断性  ．182＊  ．037  ．728＊＊＊  ．362＊＊＊ ．038  －．422＊＊＊  

構造に対する選好  ．193＊＊  －．425柑＊  －．139  ．160＊   ．261＊＊＊ ．089  

予測不可能性への閉鎖的心性 －．095  －．537＊＊＊ －．080  ．017  ．192＊＊   ．267＊＊＊  

注）＊♪＜．05，＊＊♪＜．01，＊＊＊♪＜．001．   
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考慮すると，先に見られた認知的完結欲求と認知欲  

求との正の関連は，我が国の文化的背景を反映した  

特徴的な結果であると考えることもできるだろう．   

認知的完結欲求と衝動性の関連については，個人  

主義一集団主義や独立一相互依存的自己理解の高低  

による遠いがほとんどみられなかった（′mble4，5）．  

認知的完結欲求と衝動性との関連は対人関係性に影  

響を受けないものであることが示された．言い換え  

れば，先に見られた両者の関係（すなわち，決断性  

と機能的衝動性の正の関連，および構造に対する選  

好，予測不可能性への閉鎖的心性と非機能的衝動性  

の間の負の関連）は認知的完結欲求と大きく関係す  

る根本的な概念であることを示唆するものであろう．  

まとめと今後の課題  

本研究では，認知的完結欲求と情報処理量との関  

連について，認知欲求と機能的一非機能的衝動性の  

2つの情報処理量に関する指標を用いて検討した．  

その結果，認知欲求との関連についてはこれまでみ  

られた結果とは異なり，認知的完結欲求との間に正  

の関連がみられた．衝動性との関連については，下  

位尺度ごとに関連が異なることが明らかにされた．  

さらに，対人関係性に関する要因と併せて検討を  

行ったところ，認知的完結欲求と認知欲求の関連は  

集団主義および独立一相互依存的自己理解の遠いに  

よって異なっていることが明らかにされた．   

本研究の結果から，認知的完結欲求の概念を整理  

していく上で重要と思われる点を2つあげてみる．  

ひとつ冒は文化的要因の影響を考慮していく必要性  

である．認知的完結欲求と認知欲求の関連が対人的  

要因によって調整されているという結果は，我が国  

特有の文化的要因が影響して両者の関係を変化させ  

たと解釈することも可能である．社会的認知に文化  

差があるという知見も最近では多くみられるように  

なり（例えば，北山・増田，1997），認知的完結欲求  

においてもこの点を考慮した文化心理学的な研究が  

必要とされるだろう．   

このことと関連して，認知的完結欲求と現象との  

関連を検討していく上では，表面的現象と根本的現  

象を区別していく必要性があるだろう．本研究では  

認知的完結欲求と認知欲求は村人関係性によって関  

連が変化したが，衝動性については変化しなかっ  

た．これは認知的完結欲求に直接関連し他の要因の  

影響を受けにくいものと，認知的完結欲求との関連  

が第3の要因によって変化させられるものの，2種  

類の変数の存在を仮定しなければならないことを示  

唆している．認知的完結欲求の概念を整理していく   

相関（．267，♪＜．001）のあることが明らかになった．  

独立的自己理解が優勢な人は決断性が高く，相互依  

存的自己理解が優勢な人は不確かなものを嫌う傾向  

のあることが示されている．これらの結果は先の個  

人主義一集団主義と認知的完結欲求との関連とも…  

貰していると言えるだろう．構造に対する通好では  

有意な相関が見られなかったが，これは先の個人主  

義一集団主義の結果から分かるように，構造に対す  

る選好は独立的自己理解の高い者と相互依存的自己  

理解の高い人どちらにおいても高くなる傾向がある  

ので，それらが相殺した結果であると考えられる．  

個人主義一隻団主義ならびに独立一相互依存的自己  

理解の調整効果の検討   

認知的完結欲求と認知欲求および機能的れ非機能  

的衝動性との関連が個人主義一集団主義の遠いや独  

立的自己理解一相互依存的自己理解の違いによって  

異なるという可能性について検討するために，Baron  

＆Kenny（1986）に従い調整効果の検証を行った．個  

人主義，集団主義，独立一相互依存的自己理解のそ  

れぞれの尺度得点の中央値によって，上位群・下位  

群に分け，群ごとに認知的完結欲求と認知欲求なら  

びに機能的一非機能的衝動性との相関係数を算出し  

た．その結果，認知的完結欲求と認知欲求の関連に  

ついて集団主義および独立一相互依存的自己理解の  

上位群・下位群の間に明らかな相関パターンの違い  

がみられた（1もble3）．   

集団主義傾向の程度によって分割した結果では，  

上位群において認知欲求と決断性（．278，♪＜．01）及  

び構造に村する選好（．257，♪＜．05）との間に有意な  

正の相関がみられた．一方，集団主義下位群では有  

意な相関はみられなかった．独立一相互依存的自己  

理解では，相互依存的自己理解上位群において認知  

欲求と構造に対する選好と有意な正の相関関係がみ  

られた（．361，♪＜．001）が，下位群では有意な相関は  

みられていない．これらの結果は，認知欲求と認知  

的完結欲求との関連で正の相関関係が見られている  

ことを考慮すると，概ね予測を支持するものと考え  

ることができるだろう．すなわち，集団主義傾向や  

相互依存的傾向の高い人において，認知的完結欲求  

の高い人ほど多くの思考活動に従事することを示し  

ている．また，個人主義の程度で分割した場合にも，  

個人主義傾向の上位群では構造に対する選好と認知  

欲求との間に有意な相関が見られていない（．114，  

札ぶ．）ものの，下位群では有意な相関が見られている  

（．261，♪＜．05）．この結果，集団主煮や相互依存的  

自己理解の結果と一貫するものであると言える．   

さらに，我が国がどちらかというと集団主義や相  

互依存的な対人関係性であるといわれていることを  
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′mble3 認知的完結欲求と認知欲求の相関係数   

認真求  
決断性  

構造する   

個人主義  

上位群（乃＝84）  

下位群（乃＝112）  

集団主義  

上位群（乃＝97）  

下位群（乃＝99）  

独立一相互依存的自己理解  

上位群（乃＝95）  

下位群（乃＝101）  

．258＊  ．185＋  

．078  ．208＊  

．278＊＊  ．257＊  

．058  ．167  

．138  ．361＊＊＊  

．046  ．043  

．240＊  

．115  

．274＊＊  

．101  

．278＊＊  

．025  

－．064  

－．107  

－．090  

－．071  

．044  

－．067  

注）＊♪＜．05，＊＊♪＜．01，＊＊＊♪＜．001．  

nble4 認知的完結欲求と非機能的衝動性の相関係数  

認求  決断性 構造遠謀する 習㌫品雷粉  

個人主義  

上位群（乃＝44）  

下位群（乃＝32）  

集団主義  

上位群（乃＝44）  

下位群（乃＝32）  

独立一相互依存的自己理解  

上位群（乃＝36）  

下位群（乃＝40）  

－．316＊  

－．716＊＊＊  

－．515＊＊＊  

－．57＊＊＊  

－．580＊＊＊  

－．491＝  

．201  －．475＊＊  

－．071  －．330＋  

．107  －，457＊＊  

－．051  －．394＊  

－．242  －．199  

．255  －．693＊＊＊  

ー．233  

－．553＊＊＊  

－．328＊  

－．544日  

－．437＊＊  

－．412＊＊  

注）＊♪く05，＊＊♪＜．01，…＊♪＜．001．  

恥ble5 認知的完結欲求と機能的衝動性の相関係数  

認真求 決断性  構造する 、  

個人主義  

上位群（乃＝44）  

下位群（刀＝32）  

集団主義  

上位群（瑠＝44）  

下位群（粥＝32）  

独立一相互依存的自己理解  

上位群（瑠＝36）  

下位群（乃＝40）  

．809＊＊＊  －．162  

．695＊＊＊  －．013  

．738＊＊＊  －．161  

，789＊＊＊  －．018  

．581＊＊＊  －．119  

．794＊＊＊  －．154  

．402＊＊  

．403＊  

．415＊＊  

．421＊  

．209  

．500＊＊＊  

－．132  

－．006  

．015  

－．099  

－．018  

．054   

注）＊♪＜．05，＊＊♪＜．01，＊＊＊♪＜．001．  

上では，表面的要因にとらわれることなく根本的要  

匪＝こ重点をおいて構造化していく必要があるだろう、  
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